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��歳から��歳の在職者で雇用確保措置終了前の方

自らの能力・経験を生かして働くことを希望する方

雇用確保措置終了後に��歳以降も働くことを希望する方

キャリア人材活用をしませんか？

無料で人材を紹介します！

公益財団法人 産業雇用安定センター 長野事務所
長野県長野市栗田源田窪１０００－１ 長栄長野東口ビル３階 ＴＥＬ ０２６－２２９－０５５５

キャリア人材バンク登録者は下記
に該当する方になります。
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☆働きやすい職場環境づくり
　「企業ͷࣾ会త੹೚（ＣＳＲ）」を果
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
ਓڭݖҭͷਪਐ」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
ʠ ͋ ͳͨʹ΋Ͱ͖Δɻ
　  ϥΠϑελΠϧͷݟ௚͠Ͱɺ
　　　̍ਓ̍೔̍LH ͷ $02 ʡݮ࡟

職場での人権意識向上のため
の研修会に講師を派遣します

「職場の人権意識向上セミナー事業」のご案内

　平成22年２月に策定した「長野県人権政策推進基本方針」の基本理念『人権が尊重される長野県』
をめざし、企業・職場での人権意識の向上を図る研修会の開催について県が支援します。

　「職場の人権意識向上セミナー事業」は、企業・職場における人権に関する研修などの積極的な
取組を促進するため、県内の企業等が行う人権に関する研修会に講師を派遣する事業です。
　研修会の講師に係る謝礼金や旅費を県が負担します。（ただし、上限額を超えた場合は、その分
のご負担をお願いします。）

※�実施要件など事業の詳細につきましては、県ホームページ（人権・男女共同参画課ページ）を
ご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
※�予算に上限があるため、受付終了とさせていただく場合があります。

パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、公正採用、障がい者・高齢者・外国人の雇用
に向けた環境づくり、情報管理、CSR（企業の社会的責任）　等

長野県 県民文化部 人権・男女共同参画課　〒380-8570�長野市大字南長野字幅下692-2
電話：026-235-7106　FAX：026-235-7389　E-mail：n-jinken@pref.nagano.lg.jp

お問い合わせ先

事業の概要

事業の流れ 平成30年３月31日までに終了する研修会が対象です。

研修テーマ例

【申請】
実施の概ね２
か月前までに、
講師の希望等
と併せて申請

【打合せ】
研修会講師と
の間で、日時・
内容・経費な
ど、必要な打
合せを実施

研 

修 

実 

施

【報告】
実施結果
を報告

【確認】
申請内容を確
認し、研修会
講師に打診を
行い、結果を
通知

‎ ‎ ‎ ‎
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ҳ͢΂͔Βͣػ޷ 16
� ʣࢢʢ্ా޻会ࣾΤεέーਫ਼ࣜג
� ʣࢢ会ࣾʢ൧ాࣜגਫञ଄ٱت

《「キッチンうるし」シリーズ》
　೤・ס૩にऑい࣫ثをಠࣗのૉٕࡐज़開発にΑり、৯ચػに対Ԡし
た࣫ثとして2011年に঎඼Խした。本࣫を࢖用しており、࣫ثの࣭ײ
とौΈがදݱされている。

　̡ ΩονンうるしシϦーζのお問い合わせʳ
　　株式会社ཾ໳ಊ�　
　　電話��026�-3�-3211
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　５月23日、長野市のホテルメトロポリタン長野において平成29年度通常総代会が、阿部守一長野県知
事、諏訪光昭長野県議会副議長、中川宏昌長野県議会環境産業観光委員長をはじめ、ご来賓多数ご臨席
のもと開催されました。
　黒岩清副会長の開会挨拶で始まり、会長挨拶の中で春日英廣会長は、10月26日に松本市で開催する第
69回中小企業団体全国大会開催への支援を呼びかけると共に、あらためて本会事業の強化への決意を述
べられました。
　続いて議案審議に先立ち、叙勲・褒章、長野県知事表彰受賞者への顕彰が行われました（10ページ）。
11名の方が顕彰され、春日会長から一人ひとりに褒状と記念品が授与されました。
　議長には小林勇生副会長が就任し、上程された議案はすべて原案に基づき承認・可決されました。
　議事終了後、ご来賓を代表して阿部守一長野県知事、諏訪光昭長野県議会副議長、石田茂雄長野労働
局局長、髙橋晴樹全国中小企業団体中央会専務理事よりご祝辞をいただき、増沢洋太郎副会長の閉会挨
拶により総代会は無事終了しました。
　会場を移動しての祝賀懇談会では、岡本宜樹日本銀行松本支店長からご挨拶をいただき、北村正博長
野県商工会議所連合会会長のご発声により懇談会が始まりました。柏木昭憲長野県商工会連合会会長の
三本締めにより、懇談会は盛会のうちに終了しました。

「第69回中小企業団体全国大会を成功させよう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̍ɽ組合੍౓を׆用した経Ӧ基൫ڧԽと૑業支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ɽ施策׆用にΑる経Ӧֵ৽・ൢ࿏開୓・࿑຿管理支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ɽ৽時୅の経Ӧ・࿈ܞを担うܧޙ者のҭ成支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̐ɽڠಇ・࿈ܞにΑる࢈ޫ؍業・঎ళ֗のੑ׆Խ支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̑ɽ金༥のԁ׈Խと৴用อূ੍౓の׆用支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̒ɽ県内大ֶ等との࿈ܞにΑるएख人ࡐ確อ・定ண支援

― 今こそ絆・コミュニティー・
　　　協働・連携・共同事業の

担い手として ―

εϩーΨϯ

ಛผεϩーΨϯ

ಛूɹฏ੒26೥౓  ௨ৗ૯୅ձ

 平成29年度（第62回）
長野県中小企業団体中央会

௨ৗ૯୅会

Ѩ෦कҰ
長野県知事

੖थڮ∁
શ国中小企業団体中央会

ઐ຿理事

ਡ๚ޫত
長野県ٞ会
෭ٞ長

Ԭ本ٓथ
日本ۜ行
দ本支ళ長

ੴాໜ༤
長野࿑ಇہ
長ہ

๺ଜ正ത
長野県঎޻会ٞ所࿈合会

会長

ദ木তݑ
長野県঎޻会࿈合会

会長

 平成29年度（第62回）
ಛ ू
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　本日は、平成29年度第62回長野県中小企業団
体中央会の総代会開催にあたり、総代の皆様方に
は時節柄大変お忙しい中を、県内各地よりご出席
いただきまして、誠にありがとうございました。
　また、阿部長野県知事・諏訪長野県議会副議長
をはじめご来賓の皆様方には、公務ご多用の折に
も関わらずご臨席を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年は大河ドラマ「真田丸」の放映には
じまり、飯田の「おねり祭」、諏訪の「御柱祭」、
さらには「全国植樹祭」、「山の日制定記念の全国
大会」、「Ｇ７交通大臣会合」など大きなイベント
が続き、まさに「長野県イヤー」であり、国内外
から大勢の皆様をお迎えし活況を呈した一年で
ありました。
　一方海外に目を転じると、伊勢志摩サミット直
後の「英国のＥＵ離脱」、米国ファーストを掲げ
た「トランプ大統領の誕生」など、想定外の結果
が続き自由貿易のリーダーであるはずの両国が
保護主義に傾注する中で、大変難しい時代を迎え
たと痛感せざるを得ない状況にあります。
　反面国内においては、円安株高を招き景気は回
復傾向にあることから、我々中小企業にとって
は、成長分野に展開し或いは持続的発展を遂げて
いく重要な時期にあり、時代の変革期にどう対応
していくかが今まさに問われています。
　中央会におきましては「ものづくり補助金」の
地域事務局として、設備投資やサービス・試作品
の開発を支援しておりますが、関係機関の協力を
得ながら1,250件を超える事業を支援し、新たに
161件の事業が進んでいます。
　今年度からは５年間に亘り「フォローアップ事

業」に取り組み、展示・商談会等を通じて販路開
拓等の新たな展開を支援し、事業化を加速してま
いります。
　人口減少による需要の減少、人手不足の深刻
化、働き方改革、最低賃金の引上げに伴う人件費
のコスト増など、依然先行きが見通せない状況に
ありますが、地域を担う伝統工芸品産業、地域振
興・観光の拠点として意欲的に取り組む組合等の
支援を継続し、多様なニーズに応じた商品開発、
公正な取引等の取引力強化、生産性・付加価値向
上のため総力を上げて事業を実施してまいりま
す。
　いよいよ10月26日には「第69回中小企業団体
全国大会」を松本市キッセイ文化ホールにおいて
開催致します。
　全国から中小企業団体の代表を迎え、県内参加
者とともに地域経済を担う中小企業の役割を広
く内外にアピールし、有意義且つ長野県らしい大
会となるよう準備してまいりますので、皆様の絶
大なるご支援と参加者の確保をよろしくお願い
致します。
　「地方創生は連携による地域力アップと強力な
発信」をサブテーマに据え、中小企業・小規模事
業者が地方創生の主体となって牽引していく環
境を整える大会としたいと思います。
　さらに、これまで取り組んできました「ものづ
くり補助金」、「伝統工芸品」の支援事業、さらに

「信州の食文化」、「農産物」などの成果や魅力を
広く知っていただく絶好の機会と捉えて、長野県
らしい情報を発信していきます。
　本年も連携組織専門支援機関として、中小企業
の自助努力を後押しする共同事業の活性化を図
るとともに、協同組合の設立、さらに企業組合を
活用した創業支援など、地域課題の解決や新規事
業の創出・経営革新に向けた新たな組織化を推進
して、その役割を果たしていく所存です。
　結びに、ご出席いただきましたご来賓の皆様そ
して総代の皆様、さらには会員組合・構成員企業
の益々のご活躍、ご発展を祈念申し上げますと共
に、引き続き本会へのご支援、ご協力をお願い申
し上げまして挨拶と致します。

通常総代会ご挨拶

長野県中小企業団体中央会

会長 春 日  英 廣

ʕ ឺͦ͜ࠓɾίϛϡχテΟーɾڠಇɾ࿈ܞɾڞಉ事業の୲いखͱͯ͠ ʕ
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̍ɽ૊߹౳ͷ८ճ支ԉɾ૬ஊۀ຿ͷॆ࣮ɾڧԽ
　�　組合等及びその構成員企業を計画的かつ効率的に
巡回し、円滑な組合運営、経営基盤の強化について
支援する。（主な内容は次のとおり。年間の巡回・相
談件数　8,000件以上）
　・��生産性向上・取引力強化を図るための組合事業の
活性化・共同事業の創出

　・��組合を通じた国、県等の各種中小企業施策の周知
とその活用支援

　・��長野県地域事務局として「ものづくり補助金フォ
ロ－アップ事業」と連携した企業支援と組織化の
推進

　・��工業・卸売団地及び商店街、地場産業等の産業集
積の振興・活性化支援

　・��組合の後継者育成のための青年部の立ち上げと組
織強化支援

　・��官公需適格組合の取得と受注確保・販路開拓支援
　・��外国人技能実習制度の適正化支援
　・��消費税軽減税率対応、事業承継等の支援

̎ɽ૊৫Խͷਪਐɾۀا૊߹ʹΑΔ૑ۀ支ԉ
　�　事業協同組合等連携組織制度の普及、活用につい
て周知し、未組織中小企業者の組織化を推進する。（特
に小規模事業者の連携を進める。）市町村担当課、商
工団体等及び任意団体を訪問し浸透を図り説明会等
において理解を深める。（特に下記の分野を推進する。
組合等の設立目標　15組合）
　・��中小企業の有する経営資源の相互補完による新事
業展開支援

　・��ものづくり分野・伝統工芸品産地・六次産業化に
取り組む農林業及び観光地等の組織化推進（「交流
の駅」事業との連携強化）

　・��サービス産業及び未組織業界団体等任意組織の掘
り起こしと組織化の推進

　・��企業組合を活用した地域発の創業・事業推進支援
　・��自然エネルギー、環境課題等に対応した組織化の
推進

　・��ＮＰＯ法人・合同会社などの設立と事業計画の策
定支援

̏ɽதখۀا࿈ܞ૊৫౳支ԉۀࣄ
　�　中小企業が抱える共通の経営・地域の課題を解決
するため、業種別、地域別の組合等連携組織を通じ
た研修会等を行い、組合及び構成員企業の体質強化・
活性化を図る。
　�　個々の強みを活かした新事業展開・新分野進出な
ども含めて、組合間交流研修・組合基盤強化研究会・
経営セミナー等を開催する。

̐�ɽ経営ֵ৽ɾ૑଄తͳ৽࿈ۀࣄܞͷਪਐͱ
૊߹ؒަྲྀͷଅਐ

　�　中小企業が異分野の企業等と相互の強みを活かし、
連携して新事業分野への展開、新商品・新技術開発
及び働き方改革等を行うことができるよう支援する。
　　⑴�　中小企業地域産業資源活用促進法、中小企業

新事業活動促進法並びに中小企業等経営強化法
等に基づく認定計画・経営革新計画の策定支援

　　⑵�　メーカー、商社、施工業者の組合（製・販・工）、
産地組合等による（新商品開発、展示・商談会
の開催）組合間交流及び近隣都県との地域間交
流も含めて促進する。

̑ɽ૊߹౳΁ͷੑ׆Խ৘ใఏۀࣄڙ
ɹᾇ�ɹੑ׆Խ৘ใఏۀࣄڙ
　　�　中小企業関係等の諸情報を収集し、会員組合及
び関係機関へ提供する。

　　○�「中小企業レポート・活性化情報」年６回発行（発
行部数　1,800部／回・編集委員会を設けて内容
の充実を図る。）

ɹᾈ�ɹதখஂۀاମ৘ใ࿈བྷһʹΑΔ৘ใͷऩूͱͦ

̖ɽࢦఆ事業



5

ʕ ឺͦ͜ࠓɾίϛϡχテΟーɾڠಇɾ࿈ܞɾڞಉ事業の୲いखͱͯ͠ ʕ

ͷఏڙ
　　○委嘱する中小企業情報連絡員　50名
　　　�　毎月得た情報を関係機関に提供し、中小企業

政策に反映するとともに巡回支援等に活用する。
ɹᾉ�ɹެ׭ध৘ใఏۀࣄڙ
　　�　官公需適格組合制度や活動事例紹介パンフレッ
ト等の作成・配布を行う。

̒ɽ஍Ҭ࣮ۀ࢈ଶௐࠪۀࣄ
ɹ࿑ಇࣄ৘౳࣮ଶௐࠪ
　　�　県内中小企業の労働事情を的確に把握し、適正
な中小企業労働対策を確立する。

　　�　調査結果について、協力企業に還元するととも
に報道機関の協力を得て周知し、機関誌において
情報提供する。

　　�　県内の1,300事業所（製造業60％、非製造業
40％）を対象に実施する。

̓ɽ૊߹ࢦಋ৘ใ੔උۀࣄ
ɹωοτϫーΫӡ営ۀࣄ
　　�　組合等の管理台帳や日報による支援等履歴管理
また内容の集計、並びにホームページを継続設置
し本会の情報や施策広報等に活用する。

　　�　多様化する組合及び組合員のニーズに応えるた
め、スピーディーな情報提供を行うための環境を
整える。（全国中央会が行う担当指導員研修会に１
名参加させる。）

　　①�　組合管理台帳の整備内容等を充実し、情報の
高度化、支援の標準化を図り、サポート体制の
強化を推進する。

　　②�　組合及び組合員企業等のホームページの開設、
充実・更新等の支援及びセキュリティ確保のた
めの研修会を開催する。

̔ɽࢦಋһɾ৬һͷۀࣄ্޲࣭ࢿ
　�　指導員・職員の企画力・提案力（コーディネート
機能）の育成向上を図るため、関係機関が実施する
研修会等へ派遣する。
　　⑴�　中小企業大学校が行う中央会指導員研修コー

ス等への派遣（４名）
　　⑵�　全国中央会が行うテーマ別情報提供研修、ス

テップアップ・キャリアアップ研修への派遣（12
名）

　　⑶�　関東甲信越静ブロック中央会指導員等研究会
への派遣（３名）

　　　　（東京都及び山梨県で２回開催）
̕ɽதখஂۀاମશࠃେ会開催ۀࣄ
　�　平成29年10月26日（木）開催の「第69回中小企業
団体全国大会」に合わせて、「長野県産業の魅力発信・
地域産業振興事業」に取り組む。
　　⑴�　長野県産業ＰＲ用ＤＶＤの制作
　　⑵�　ものづくり展の開催
　　⑶�　物産展の開催（伝統工芸品・味噌・そば・酒・

菓子・農産物等販売）
ɹ̡ 長野ิݝॿۚʳ3,000千円　̡ ૯ۀࣄඅʳ6,000千円

ᶗɽؔ౦ิہۀ࢈ࡁܦॿۀࣄ

̍�ɽ;Δ͞ͱ໊෺Ԡԉิۀࣄॿۚۀࣄ
ɹʢ+"1"/ϒラϯυҭ੒支ԉۀࣄʣ
　�　複数の中小企業者等が連携して、優れた素材や技
術等を活かし、その魅力をさらに高め、世界に通用
するブランド力を確立し海外販路の拡大を図る。（３
年目）
ɹ̡ ಺༰ʳۀࣄ
ɹɹᾇ�ɹϓϩδΣΫτ໊
　　　�　（対象グループ　SESSA　中小企業医療機器開

発ネットワーク）
　　　�　地域企業の技術を活用した医療機器海外販路

拡大プロジェクト
ɹɹᾈ�ɹ֓ɹཁ
　　　�　諏訪地方の卓越した基盤技術と医療機器の設

計力を有する中小企業の連携により、これまで
に試作した処置具技術をより高度化する技術と
医療機器の設計力及び高強度な新材料技術の高
さをＣＯＭＰＡＭＥＤで訴求することで販路拡
大を図る。

　　⑶�　参加企業数　５社（（公財）長野県テクノ財団
と連携して支援する。）

ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ20,641千円

̗ɽࠃɾશࠃதԝ会のิॿ事業
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ᶘɽશࠃதখஂۀاମதԝձิॿۀࣄ

̍ɽখن໛ऀۀࣄ૊৫Խࢦಋۀࣄ
ɹᾇ�ɹখऀۀا૊߹੒長ઓུਪਐϓϩάラϜ౳支ԉۀࣄ
　　�　組合員である小企業者の経営基盤の強化や生産
性の向上を目指した、既存の共同事業の改善や新
たな事業立ち上げのため事業に対して助成を行い、
小企業者及び小企業者組合の活性化を支援する。

ɹ̡ ಺༰ʳۀࣄ
　　①　委員会の開催　
　　②�　調査研究（アンケート調査、ヒアリング調査

等の実態調査とその分析、今後の方向性や実施
方法等の研究を行い報告書にまとめる。）

　　③　組合員への普及・啓発
　　④�　実証システムの開発やテストマーケティング

等のための業務委託
ɹ̡ ิॿֹۚʳ�１組合あたり40万円を上限に２／３補助

する。（２組合予定）
ɹᾈ�ɹখऀۀا૊৫Խಛผߨश会
　　�　小企業者及び小企業組合を対象に、組織化及び
組合等の円滑な運営のための講習会を22回開催す
る。

ɹᾉ�ɹऔҾྗڧԽਪਐۀࣄ
　　�　取引力の強化促進を図るため、共同販売・宣伝、
組合の事業・企業紹介のための組合が行うホーム
ページやチラシの作成等、共同事業の活性化・組
合員の受注促進等の先進的なものや波及効果の高
い取り組みに対して助成する。

ɹ̡ ิॿֹۚʳ�予算総額100万円（１組合あたり下限10
万円以上）２／３補助する。（４組合予定）

̎ɽ֎ࠃਓٕೳ࣮श੍౓దਖ਼Խۀࣄ
　�　外国人技能実習生受入事業を行う事業協同組合等
による不正行為等の未然防止に努め、中小・小規模
企業の円滑な外国人技能実習生の受入を支援するた
め、制度に精通した専門家等と個別に不適正な運営
の是正・改善指導を行う。
ɹ̡ ಺༰ʳۀࣄ
　　⑴�　適正化指導事業（共同受入事業を行う事業協

同組合及び組合員企業に対して適正化指導を行
う。（10組合並びに20組合員を対象に実施予定）

　　⑵�　適正化講習会開催事業
　　　・��出入国管理、難民認定法及び労働関係法令を

テーマに開催する。
　　　　�（長野県外国人技能実習生受入団体連絡協議会

と連携して開催する。）
ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ1,200千円

ᶗɽ௕໺࿑ಇہҕୗۀࣄ

̍�ɽઐ໳Ո೿ݣɾ૬ஊ౳支ԉۀࣄʢ長野࠷ݝ
௿௞ۚ૯߹૬ஊ支ԉセϯλーʣ

　�　経営面と労働面の相談をワン・ストップで提供で
きるよう、中央会の支援体制を活用して、県内中小
企業の経営の効率化、労働環境の改善など体質強化
のための支援を行う。
　　○�最低賃金総合相談支援センターの設置（長野市・

設置日数292日）
　　※�センターにコーディネーター２名を置き相談に

応じる。
ɹ̡ ຿಺༰ʳۀ
　　⑴�　企業・組合等の窓口相談等を行う。
　　⑵�　相談等に基づき労務管理等コンサルタントを

直接事業所に派遣し、労働環境の改善を図る。（派
遣日数312日）

　　⑶�　周知広報事業を行う。（地域情報誌への広告掲
載、他）

ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ11,362千円

ᶘɽ௕໺ݝҕୗۀࣄ

̍ɽ఻౷తܳ޻඼ྗັۀ࢈Ξοϓɾ૑଄ۀࣄ
　�　長野県の伝統的工芸品産業について、後継者の育
成・確保、新商品の開発、県内外への販路開拓など、
産地が意欲的に取り組む新たな挑戦を支援し、伝統
的工芸品の魅力向上と産地の活性化を図る。
ɹ̡ ಺༰ʳۀࣄ
ɹɹᾇ�ɹ࢈஍ੑ׆ԽϓϩδΣΫτ
　　　・��産地組合等において商品開発、販路開拓、後

継者育成などの取り組みを支援

̘ ɽࠃɾ௕໺ݝɾશࠃதԝ会౳の
ɹɹҕୗ事業

ಛूɹฏ੒2�೥౓  ௨ৗ૯୅ձ
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　　　・��木曽漆器工業㈿青年部と筑波大学・塩尻市の
連携支援

ɹɹᾈ�ɹऀܧޙҭ੒ɾ֬อ
　　　①�　伝統工芸技術伝承講習会（技術の継承や多

様な担い手の確保）
　　　②�　新規就業者の定着促進支援（新規就業者を

対象に育成費用を助成）
ɹɹᾉ�ɹ঎඼開ൃɾൢ࿏開୓
　　　①�　展示商談会の開催・出展（県内外において

展示会・商談会を開催、またはテーマを設定
しブースを出展）

ɹɹᾊ�ɹ৘ใൃ৴
　　　①�　「世界から選ばれる伝統的工芸品」の推進（英

語表記のパンフレット制作等）
ɹɹᾋɹ૯߹త支ԉମ੍
　　　①�　伝統的工芸品コーディネーターの配置（専

門的知識・経験を有する専任者を配置）
ɹ̡ ૯ۀࣄඅ】18,096千円

ᶙɽશࠃதখஂۀاମதԝձҕୗۀࣄ

̍�ɽֵ৽త΋ͷͮ͘Γɾ঎ۀɾαーϏε開ൃ
支ԉิॿۚۀࣄʢฏ੒��೥౓ิਖ਼ۀࣄʣ

　�　国際的な経済社会情勢の変化に対応し、経営力向
上に資する革新的サービス開発・試作品開発・生産
プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業者の設
備投資等の一部を支援する「革新的ものづくり・商業・
サービス開発支援補助金」について、長野県地域事
務局として事業を推進する。
　�　採択された長野県内161件の事業者（３月17日公
表）について支援する。
　　（委託期間は、平成30年２月末まで。）
ɹ̡ ӡ営ମ੍ʳ�「ものづくり事業推進部」に、補助事業

担当の専従サポーターを置いて、申請に
関する説明及び受付、専門家による審
査・採択、事業の実施支援、中間検査、
実施報告書の受理、確定検査、補助金の
申請手続きまで行うとともに、成果事例
集の制作を含め受注拡大・販路開拓支援
のための報告会・展示会等を実施する。

ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ36,000千円

̎�ɽ΋ͷͮ͘Γதখۀاɾখن໛࡞ࢼऀۀࣄ
開ൃ౳支ԉۀࣄʢฏ੒��೥ʙ��೥ิਖ਼ϑΥ
ϩーΞοϓۀࣄʣ

　�　平成24年度から26年度補正「ものづくり中小企業・
小規模事業者試作開発等支援補助金」事業者1,100社
（者）余について、事業化進捗状況の確認とともに販
路開拓、受注拡大等の支援を推進する。（平成34年２
月末まで５年間実施）
ɹ̡ ӡ営ମ੍ʳ�「ものづくり事業推進部」にフォローアッ

プ事業担当の専従サポーターを置いて、
補助事業者を訪問し事業化進捗状況等の
確認を進め、併せて販路開拓・販売支援
希望の有無などの意向調査も行う。

　　・��販路開拓・販売促進支援として、「銀座ＮＡＧＡ
ＮＯ」を活用したバイヤーとのマッチング会、各
種展示・商談会への出展、事業化の進展に結び
つけるためのポータルサイトの開設・運営等を
実施

ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ70,000千円

̏ɽফඅ੫ܰݮ੫཰ରԠ૭ޱ૬ஊ౳ۀࣄ
　�　消費税率の引き上げや軽減税率導入に対する円滑
な対応を図ることを目的とした消費税軽減税率対応
窓口相談等事業の委託を受けて、引き続き下記の事
業を推進する。
ɹɹᾇ�ɹফඅ੫ؔ࿈ߨश会開催ۀࣄ
ɹɹᾈ�ɹதԝ会ݚम会ࢀՃۀࣄ
ɹɹᾉ�ɹઐ໳Ո೿ۀࣄݣ
ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ2,000千円

̐ɽதখۀا会ൃܒܭɾීٴセミナー
　�　「中小企業の会計に関する基本要領」に沿った決算
書を作成することの意義、財務情報の経営活動への
活用方法等規則について理解を深めることにより、自
社の経営状況を把握し、金融機関、取引先等からの
資金調達力の強化、受注拡大へのきっかけをつかん
でいただくことを目的として開催する。（４回開催予
定）
ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ200千円

̑ɽதখگܠۀاௐࠪۀࣄ
　�　会員組合の構成員企業の景気動向を調査し、全国
ベースの中小企業対策の確立に資することを目的と

ʕ ឺͦ͜ࠓɾίϛϡχテΟーɾڠಇɾ࿈ܞɾڞಉ事業の୲いखͱͯ͠ ʕ
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して実施する。
ɹɹᾇ�ɹௐࠪճ਺　年４回　（平成29年６月、９月、

12月、平成30年３月）
ɹɹᾈ�ɹௐࠪһ　15名　（75企業調査）
ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ586千円

̍ɽୈ��ճதখஂۀاମશࠃେ会ͷ開催
　�　組合組織を基盤として、中小企業の安定的な振興
発展を目指し、長野県では３回目の開催となります
が、全国大会を松本市において開催する。
ɹ開催೔࣌　平成29年10月26日（木）午後１時～４時
ɹ開催৔ॴ　�松本市　「キッセイ文化ホール（長野県松

本文化会館）」
ɹࢀՃऀ਺　2,500名（県外2,000名　県内500名）予定
ɹ಺ɹɹ༰　①　�主催者挨拶・開催地知事・市長歓迎

挨拶
ɹɹɹɹɹ　②　議事（議案上程・意見発表・議案採択）
ɹɹɹɹɹ　③　大会宣言
ɹɹɹɹɹ　④　来賓祝辞・政党代表挨拶
ɹɹɹɹɹ　⑤　表彰式　他
ɹซ催ࣄߦɾۀࣄ
　　　　　　①　�長野県産業の魅力発信・地域産業振

興事業
　　　　　　　・��長野県産業PR用DVDの制作
　　　　　　　・��ものづくり展開催（産業集積・先進

企業等紹介）
　　　　　　　・��物産展開催（伝統工芸品・味噌・そば・

酒・菓子・農産物等の販売）
　　　　　　　・��来場者のおもてなし（信州そばのふ

るまい等）
ɹલ໷ࡇͷ開催
　　　　　　平成29年10月25日（水）午後５時30分（予定）
　　　　　　松本市　「ホテルブエナビスタ」
　　　　　　�（全国中央会・都道府県中央会長、来賓、

長野県中央会役員等）

̍ɽຊ会支部ͷӡ営ʹؔ͢Δ支ԉ
　�　長野、北信、上小、佐久、松本、大北、木曽、諏訪、
上伊那、下伊那（以上10支部）の支部事業及び運営
について支援する。
ɹ̡ 支部ަ෇ۚ૯ֹ】5,000千円

̎ɽ#$1ʢܧۀࣄଓܭըʣࡦఆ支ԉ
　�　会員組合及びその構成員企業を対象に、災害等緊
急事態に遭遇した際の事業継続のための手法、手段
を定めたBCP（事業継続計画）の具体的な策定を支
援する。
　�　長野県と経済４団体が連携して、東京海上日動火
災保険㈱の支援を得ながら取り組みを推進している
ことから、対象事業所を募り事業継続計画を策定する。

̏�ɽࣗવΤωϧΪー׆༻౳লΤω΁ͷऔΓ૊
Έ支ԉ

　�　バイオマス発電等に取り組む事業協同組合の事例
もあることから、小水力なども加えた再生可能エネ
ルギーの活用・推進及び省エネ設備の普及のための
情報収集・周知に取り組む。

̐�ɽதখۀا経営ྗڧԽ支ԉ๏ʹͮ͘جʮ経
営ֵ৽౳支ԉؔػʯͱͯ͠ͷऔΓ૊ΈڧԽ
ͱʮ経営ྗܭ্޲ըʯͷࡦఆɾೝఆ支ԉ

　�　中小企業経営力強化支援法に基づく「経営革新等
支援機関」に認定（平成24年11月５日）されている
ことから、経営革新等を行おうとする中小企業の経
営資源・財務等の分析、事業計画の作成及び当該計
画に沿って行われる事業を支援する。
　�　また、中小企業経営強化法による「経営力向上計画」
（固定資産税軽減・金融支援の特例措置）策定のため
の支援を行う。

̑�ɽ஍ҬৼۀࣄڵʹΑΔ૊߹౳࿈ܞ૊৫ͷ׆
ੑԽ支ԉ

　�　これまで、地域経済発展の核となる、活力のある
組合及び中小企業を育てるチャレンジ事業及び小規
模組合活性化支援事業を行ってきたが、発展的に統

ಛूɹฏ੒2�೥౓  ௨ৗ૯୅ձ

̙ɽ ୈ��ճதখஂۀاମશࠃେձ
ͷ։࠵

̚ɽҰൠࢧԉ事業
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合し地域振興に取り組む、組合・連携組織等を支援
する。（長野県の地域振興局の取り組みとも連携して、
観光・買い物弱者対策・共同事業の活性化・展示会、
商談会等による販路開拓などを支援し地域課題の解
決を図る。）
　�　また、３月29日に「共同宣言」を行い、県内14拠
点が参加する「交流の駅」事業を支援し、新たな拠
点の発掘及び地域の魅力発信、ネットワーク強化を
図る。
ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ3,000千円

̒�ɽब৬໘઀会ͷ開催ʢ஍Ҭதখۀاਓ֬ࡐ
อ౳支ԉۀࣄʣ

　�　人手不足が深刻化し、人材確保が難しくなる中で、
地域中小企業人材確保等支援事業から連携して取り
組む県内大学等と協力して、学内での合同就職面接
会、若手社員との交流会等を実施する。
　（内容）若手社員との交流会の開催
　　　　　�学内合同就職面接会（県内大学と連携して開

催する。）
ɹ̡ ૯ۀࣄඅʳ200千円

̓ɽऀܧޙҭ੒ରۀࣄࡦ
ɹᾇ�ɹ長野ݝதখۀا੨೥தԝ会΁ͷ協ྗ
ɹᾈ�ɹ長野ݝதখஂۀاମࣄ຿ओ೚ऀ会΁ͷ協ྗ
ɹᾉ�ɹ長野ݝதখۀا૊߹࢜協会΁ͷ協ྗ

̔ɽ৬ۀ঺հۀࣄ
　�　無料職業紹介事業者（平成24年１月31日無料職業
紹介事業者届出済）として、会員組合及び組合員企
業の人材確保のためマッチング等を行う。
　�　将来を担う人材確保が厳しくなる中で、採用意欲
のある中小企業のニーズに応えるべく事業を推進す
る。

̕�ɽΤコΞΫγϣϯ��ೝ ɾূొ ࿥੍౓ͷීٴɾ
ਪਐ

　�　（一社）長野県産業環境保全協会と連携し、組合組
織を活用して制度の普及と認証・登録を支援する。

���ɽ৴भट౎ݍ૯߹׆ಈڌ఺ʮ̖̜̖̣ۜ࠲
̣̤ʯͷ׆༻ଅਐͱ৴भϒラϯυͷൃ৴

　�　「銀座ＮＡＧＡＮＯ～しあわせ信州シェアスペース

～」を展示会・販売会に活用し、信州ブランドの発信、
販路開拓を推進する。
　�　「伝統工芸品産業魅力アップ・創造事業」、「ものづ
くり補助金フォローアップ事業」等とも連携し、積
極的な活用を支援するとともに、会員企業の情報発
信、人材確保等についても利活用を図る。

��ɽٸۓௐࠪͷ࣮ࢪ
　�　経営環境がめまぐるしく変化する昨今、中小企業
経営に影響を与える要因について緊急性がある事項
について調査を行い、今後の中小企業支援の資料と
する。

��ɽʮதখۀاϨϙーτʯͷൃߦ
　�　中小企業施策の普及活用、先進組合・ものづくり
補助金等の支援事例、地域の話題等を積極的にＰＲ
し、中央会の役割・事業内容等周知を通じて認知度
向上を図る。
　　◎�年６回発行（発行部数　1,800部／回・編集委員

会を設けて内容の充実を図る。）

��ɽ࿑ಇ支ԉۀࣄ
ɹᾇ�ɹ࿑ಇஂମͱͷ協ٞɾ࠙ஊ
ɹᾈ�ɹ࿑ಇؔؔػ܎౳΁ͷཁ੥ɾ࿈ܞ
ɹᾉ�ɹ長野ݝதখۀا࿑ಇ໰୊協ٞ会ͱͷ࿈ܞɾ協ௐ

���ɽ長野ݝԷ঎ஂۀ஍࿈བྷ協ٞ会ͷӡ営ʹ
協ྗ

　�　㈿長野アークス・上田卸商業㈿・松本流通センター
㈿・諏訪商業㈿並びに飯田卸売商業㈿が、組合及び
構成員企業の経営革新に取り組む事業の推進に協力
する。

���ɽ長野ࠃ֎ݝਓٕೳ࣮शੜडೖஂମ࿈བྷ
協ٞ会ͷۀࣄӡ営ʹ協ྗ

　�　外国人実習生の団体監理型受入協同組合等におい
て、適法且つ適正な事業運営が行われるよう支援し
協議会の運営に協力する。
　�　「外国人技能実習制度適正化事業」とも連携して、
新たな仕組みの周知・適正な運営を図る。

ʕ ឺͦ͜ࠓɾίϛϡχテΟーɾڠಇɾ࿈ܞɾڞಉ事業の୲いखͱͯ͠ ʕ
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叙勲・褒章受章者顕彰ご芳名
໊　ࢯ 組　合　໊

旭日双光章（平成28年　秋） 小　林　勇　生 北信プラスチック事業協同組合

黄綬褒章　（　　〃　　　） 宮　後　睦　雄 テクノハート坂城協同組合

旭日小綬章（平成29年　春） 細　川　忠　國 長野県木材協同組合連合会

旭日単光章（　　〃　　　） 野　村　　　稔 諏訪工業協同組合

旭日双光章（　　〃　　　） 原　　　徹　爾 長野県信用金庫協会

長野県知事表彰受賞者顕彰ご芳名
年　౓ ໊　ࢯ 組　　　　合　　　　໊

平成28年 和　田　晶　宜 長野ダイハツ自動車協同組合

〃 土　田　泰　秀 松筑精密機械工業協同組合

〃 久保田　治　秀 長野県織物工業組合（長野県伝統工芸品産業振興協議会）

〃 久　保　廣　登 長野県漬物協同組合

〃 倉　島　拓　二 長野県テントシート装飾工業組合

〃 三　石　宏　之 アイタウン協同組合

（順不同・敬称略）

（順不同・敬称略）

第69回中小企業団体全国大会の概要
̍ɽ開催日時　平成29年10月26日（木）̍ޙޕ時ʙ̐ޙޕ時
２ɽ開催場所　দ本市「ΩοセΠจԽホール（長野県দ本จԽ会ؗ）」
３ɽ参Ճ者਺　2
500໊（県外2
000໊、県内500໊）予定
̐ɽ内　　容　ᾇ　開会ѫࡰ　大ଜޭ࡞શ国中小企業団体中央会会長
　　　　　　　ᾈ　開催஍会長ѫࡰ　य़日ӳኍ長野県中小企業団体中央会会長
　　　　　　　ᾉ　ܴ׻ѫࡰ　Ѩ෦कҰ長野県知事、ੁ୩তদ本市長
　　　　　　　ᾊ　ٞ事（ٞҊ上ఔ・意ݟ発ද・ٞҊ採୒）
　　　　　　　ᾋ　大会એݴ
　　　　　　　ᾌ　དྷෂॕࣙ・政ౘ୅දѫࡰ
　　　　　　　ᾍ　දজ式　΄か
̑ɽ催行行事　΋のづくりల開催（࢈業ू積・ઌ進企業等঺հ）
　　　　　　　෺࢈ల開催（఻౷ܳ޻඼・ຯ઻・そ͹・ञ・՛ࢠ・೶࢈෺等のൢച）
̒ɽ参 Ճ 費　6
000ԁ（1
000ԁ分のങい෺ؚ݊Ή）

前夜祭の開催
̍ɽ開催日時　平成29年10月25日（ਫ）̑ޙޕ時30分（予定）
２ɽ開催場所　দ本市「ホςルϒΤナϏスλ」
３ɽ参 Ճ 者　શ国中央会・౎ಓ෎県中央会会長、དྷෂ、長野県中央会໾һ等

ಛूɹฏ੒2�೥౓  ௨ৗ૯୅ձ
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　明治40年、創業者の手塚瀧三郎氏が西筑摩郡楢川村平沢（現塩
尻市木曽平沢）で漆器製造を行う「手塚瀧三郎商店」を創業しまし
た。
　1989年の昭和天皇「大喪の礼」の際には、多数の葬儀道具を製
作し、翌年の平成天皇の即位にあたっては、即位式の式典用品、
旗竿等を手掛けるなど、木曽漆器の作り手として国家行事へ多
大な役割を果たしてきました。
　木曽漆器の主要な製品は、茶箪笥や座卓等の家具が中心です
が、株式会社龍門堂は、伝統ある漆器作りと共に現代の生活様
式に合った漆器の開発にも取り組んでいます。「陶器が主流のご
飯茶碗だが、木製漆塗りの方がごはんはおいしいのではないか」という発想から2009年に食洗機に対応し
た漆器茶碗の開発をスタートし、2011年には「キッチンうるしシリーズ」として商品化しました。漆器の
ベースとなる木材は、熱伝導率が低いため、陶器の茶碗に比べご飯が冷めにくく、お茶碗にご飯がこび

りつきにくいという特徴があり、漆器の持つ可能性を感じさせます。
　木曽漆器の魅力の一つに、修理することで長く使うことができる点
が挙げられます。同社では、経年により漆が傷んでしまったものでも、
木材でできている漆器製品ならば、どのようなものでも修理すること
ができるため、旅館や料亭等から修理の依頼が多く寄せられています。
　お椀や家具の材料となる木材や塗りに使用される漆など、「自然から
ものを取るのは大変」と自然の恵みを活用する難しさを語る手塚均社
長。漆器の魅力と職人の技術力の高さを伝える“手づくりのまち”として
木曽を国内外に発信したいという思いから、木曽路を訪れる外国人観光
客向けに、免税店の認証を取得するなどインバウンド対応にも取り組
み、今後も漆器の産地として発展
していくことを目指しています。

1907年（明治40年）　初代手塚瀧三郎氏が漆器製造業を始める
1962年（昭和37年）　株式会社手塚瀧三郎商店として法人改組
1962年（昭和37年）　�二代目手塚八十八氏が木曽漆器工業協同組合理事長

に就任
1988年（昭和63年）　商号を株式会社龍門堂に変更
1989年（平成元年）　昭和天皇大喪の礼に際し多数の葬儀用品を納入
1990年（平成２年）　平成天皇の即位に際し即位式の儀式用品一式を納入
1991年（平成３年）　�三代目手塚千吉郎氏が木曽漆器工業協同組合理事長

に就任
1992年（平成４年）　二代目手塚八十八氏が勲五等瑞宝章を賜る
1999年（平成11年）　平成天皇即位十周年の儀式用品一式を納入
2013年（平成25年）　株式会社龍門堂100周年記念式典を挙行
2015年（平成27年）　代表取締役社長に手塚均氏が就任

  主なあゆみ

৴भͷ�ʓʓ೥ۀا
ɹࣾձࡁܦ৘੎ͷมભͷ中に͋ͬてଟ೥にわͨΓࣄ業をܧଓ͠ɺ
஍Ҭࣾձに͠ݙߩて͖ͨ࿝ฮ企業を͝঺հ͠·͢ɻ

ʣࢢ৲会ࣾཾ໳ಊʢԘࣜג

ୈ1�ճ

事 業 内 容　�࣫ Ո۩੡଄ൢച業・ث
૑　業　年　1907年（໌�0࣏年）
૑業時の԰߸　ख௩୍ࡾ࿠঎ళ
૑業時の事業　࣫ث੡଄業

会ࣾཾ໳ಊࣜג
Ԙ৲市大字ᩴ઒2�00൪஍
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த ԝ 会 γ ϣ ϯΠ ϯ ϑ Υ ϝ ー

΢ουϑΣΞ����΁ग़లࡍࠃ
ʙ௕໺৿ྛݯࢿར༻ڠۀࣄಉ組合ʙ

　５月24日～26日に長野市の「ビッグハット」で開催された林業・バイオマスに関する商談展
示会「国際ウッドフェア2017」へ長野森林資源利用事業協同組合が出展されました。
　国内初開催を迎える「国際ウッドフェア2017」は、林業先進国であるオーストリア大使館が
開催を希望したもので、国内外より林業機械や木質バイオマスを中心とした最新の製品・技
術等を展示し、日本林業の活性化を図るきっかけ作りを目的として、７カ国93事業者が出展
しました。
　長野森林資源利用事業協同組合は、一度に大量の全幹材を運搬できる集材用重機等の展示
を行い、中でも今年４月に導入されたばかりのロシア製の全幹材運搬用スキッタは、日本で
唯一の重機であり、山全体を皆伐するような現場に対応することができます。また、集材用
アタッチメントの展示も行っており、重機に取り付けることで、雪のある現場でも、木材の
運搬ができるようソリを取り付けたキャタピラーなど、年
間を通して稼働できるように、雪国信州ならではの工夫が
凝らされていました。
　組合の専務理事は、「出展することで重機保有をPRし、
林業の活性化に取り組みたい」と話され、来場者に展示物
を紹介していました。
　開催期間中、各種セミナーやイベント等が実施され、多
数の林業関係者が来場し大いに賑わいました。

　５月22日に長野市「ホテル国際21」にて、長野県広告塗装事業協同組合の
設立50周年記念式典が開催されました。
　祝賀会に先立って開催された記念講演では、加藤久雄長野市長が「74歳 
夢に向かって挑戦～今が青春真っ只中～」という演題で、長野市政や会社
経営に携わるものの姿勢について話されました。
　祝賀会は、和太鼓の勇壮な演奏によって幕を開け、宮澤度理事長は挨拶
で、「長野県広告塗装事業協同組合は技術集団であり、ものづくりの精神
を強く反映した組合です。組合を使って組合員企業の人材育成にも取り組んでいただきたい

と思います。また、毎年11月に社会奉仕活動
として実施している落書き消しボランティア
活動も20周年となり、市の担当者からもねぎ
らっていただきました。今後50年をスタート
する良き日となるよう50年の歩みを語り合い
ましょう」と述べられました。
　祝賀会では、加藤久雄長野市長、西沢正隆長
野県議会議員、北澤哲也長野市議会議員が祝辞
を述べられ、来賓、組合員等、総勢50名を超
える関係者が出席し、盛大に開催されました。

௕໺ࠂ޿ݝృ૷ڠۀࣄಉ組合��प೥ه೦ࣜయΛ։࠵
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શ த γ ϣ ϯΠ ϯ ϑ Υ ϝ ー

ɺࣗ༝ຽओౘ੓຿ௐࠪձʮ೔ຊ൛ϚΠελʔࣄઐ຿ཧڮ∁�˔
੍౓ʹؔ͢Δಛ໋ҕһձʯώΞϦϯάʹ͓いͯҙݟɾཁ๬

　髙橋専務理事は、４月12日、自由民主党本部で開催された「日本版
マイスター制度に関する特命委員会」ヒアリングにおいて、「ものづく
り人材の確保と次代を担う若手人材の育成を図る施策の強化」「国によ
る職業訓練機能の充実・強化」について要望しました。
　その中で、現在ある「技能検定」「ものづくりマイスター制度」の見
直し等についても意見・要望しました。

˔࿈合ͱڞಉએݴΛక݁
　全国中央会は、去る２月28日に開催した大村会長と神津連合会長との懇談を受けて、４
月12日付けで、下請等の取引改善等の取組みに向けた「共同宣言」を取りまとめました。
　共同宣言の（抜粋）内容は、下記のとおりです。

記
１．これまでの取組みとその成果
２．今後に向けて
　○ 両団体の活動の成果について関係各方面への周知・浸透を図ること
　○ 定期的にトップ同士の意見交換の場を設けるように努めるとともに、各都道府県組織レ

ベルでの意見交換の場の設定を促していくこと
　○ 両団体間の認識を深めるために実態調査の実施や収集事例の共有をはかるとともに、個

別課題について事務局レベルでの意見交換を行うことにより政策実現に向けた連携につ
いて検討すること

˔େଜձ௕ɺऺٞӃʹ͓いͯࠃձߟࢀਓͱͯ͠ҙݟ௠ड़
　大村会長は、５月17日、衆議院経済産業委員会に国会参考人として出席し、「中小企業の
経営の改善発達を促進するための中小企業信用保険法等の一部を改正する法律案（内閣提出
第31号）」に対する意見を陳述しました。
　大村会長は、中小企業の資金繰りは余裕がない状態が継続していること等を説明し、信用
保証協会の保証制度に対する期待及び改正項目に対して発言しました。
　特に、①セーフティネット保証制度５号（不況業種）の保証割合が100％から80％となる
こと等に対して、中小・小規模事業者約381万者のうち、約３分の１に相当する137万者が
信用保証制度を利用していることに言及し、制度の見直しに当たっては、まずもってそれら
の事業者の資金繰りに支障が生じないようにすることが必要であること、②創設された危機
関連保証制度について、発動契機・適用期限等を前広か
つ柔軟に運用すること、③創業・事業承継関連の保証限
度額拡充について、積極的にＰＲを実施することにより
潜在的ニーズを喚起すべきであること、④信用保証協会
と金融機関の連携強化に伴い、資金調達環境の悪化や事
務コストの上昇等が発生しないよう、格別の配慮が必要
であり、定期的なモニタリングや研修会の実施等により
実効性がある制度とすること等を強く訴えました。

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^

意ݟ௠ड़を行う大ଜ会長（Ұ൪ӈ）

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^

要望する∁ڮઐ຿理事
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　５月中に通常総会を開催された組合が多くあるかと思います。議事録は組合の定款に沿って作成
されるものです。今回は全国中央会が推奨している平成27年10月１日に改正された定款参考例に則
した議事録の内容についてご紹介します。議事録は、組合の定款に沿って作成されるものですので、
一例としてご覧ください。
　なお、議事録作成等についてご不明な点がございましたら、本会指導員へご相談ください。

�ʢൈਮʣྫߟࢀ׺協ಉ૊߹ఆۀࣄ˓

　（総会の議事録）
第48条　総会の議事録は、書面又は電磁的記録をもって作成するものとする。
　　２　前項の議事録には、次に掲げる事項を記載するものとする。
　　　（１）　招集年月日
　　　（２）　開催日時及び場所
　　　（３）　理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法
　　　（４）　組合員数及び出席者数並びにその出席方法
　　　（５）　出席理事の氏名
　　　（６）　出席監事の氏名
　　　（７）　議長の氏名
　　　（８）　議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名
　　　（９） 　議事の経過の要領及びその結果（議案別の議決の結果、可決、否決の別及び賛否の議

決権数）
　　　（10） 　監事が、総会において監事の選任、解任若しくは就任について述べた意見、総会提出

資料に法令、定款違反若しくは、著しく不当な事項があるとして総会に報告した調査の
結果又は総会において述べた監事の報酬等についての意見の内容の概要

　　　（11）　監事が報告した会計に関する議案又は決算関係書類に関する調査の結果の内容の概要

　 　定款参考例に則した総会議事録は、次ページのようになります。また、作成する際には、以下
の点にご注意ください。

※１　総会の開催案内を送付した日付を記載します。
※２　理事・監事は役員本人が出席した人数を記載します。
※３　出席者数は本人出席及び委任状等による議決権行使人数を記載します。
※４　 監事に業務監査権限を与える組合における規定で、監事が意見を述べなかった場合は、省略

が可能です。
※５　議事録の決算関係書類承認議案の中で監査報告について記載することで省略が可能です。

組合組合
運営
の

運営
の

いいいいいろろろろろいろい ははは運営
のは運営
の
ろはろ

૯ ձ ٞ ࣄ ࿥ ͷ ࡞ ੒
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※この議事録は定款参考例に則して作成した一例です。
　組合ごとの定款及び組合法の規定に従った議事録を作成してください。

【例】 総会議事録
１．総会の種類　　　第○○回通常総会
２．招集年月日　　　平成○○年○○月○○日　※１
３．開催の日時及び場所
　　　（１）開催日時　平成○○年○○月○○日　　○○時○○分
　　　（２）開催場所　○○市○○番地 「○○○○　会議室」
４．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法
　　理事の数○○名　出席理事○○名 （本人出席○○名）　※２
　　監事の数○○名　出席監事○○名 （本人出席○○名）　※２
５．組合員数及び出席者数並びに出席方法
　　組合員数○○名　出席者数○○名 （本人出席○名、委任状出席○名）　※３
６．出席理事の氏名　○○○○、○○○○、○○○○、○○○○
７．出席監事の氏名　○○○○、○○○○
８．議 長 の 氏 名　○○○○
９．議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名　○○○○
10．議事の経過の要領及びその結果 
　　 　定刻に至り司会者○○○○開会を宣し、本日の通常総会は出席組合員が法定数を満た

したので有効に成立した旨を告げ、議長の選任方法を諮ったところ、満場一致をもって
○○○○が議長に選任された。

　　　続いて議長より挨拶の後、議案の審議に入った。
　　第１号議案　平成○○年度事業報告及び決算関係書類承認の件
　　　 　議長は、○○○○に内容を説明させた後、これを議場に諮ったところ、満場異議な

く承認された。
　　第２号議案　平成○○年度事業計画並びに収支予算決定の件
　　　 　議長は、○○○○に内容を説明させた後、これを議場に諮ったところ、満場異議な

く可決決定した。
　　第３号議案　○○○○○○の件
　　・・・
11．  監事が、総会において監事の選任、解任若しくは辞任について述べた意見、又は総会に

おいて述べた監事の報酬等についての意見の内容の概要　※４
12．  監事が報告した会計に関する議案又は決算関係書類に関する調査の結果の内容の概要　※５

　 　以上をもって第○○回通常総会の議案全部の審議を議了したので、閉会を宣し解散した。
時に○○時○○分

　　平成○○年○○月○○日
○○○○組合
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Δ͛޿の෯Λ޻ցのೳྗʹ合わせͯՃػ

　「うちに技術の
経験者は一人も
いません。全員
素人です」
　エスケー精工
の山田夏江社長
が20年勤めたも
のづくりの会社を辞め、同社を設立したのは
2000年、49歳の時でした。技術についてはまっ
たくの素人。しばらく自宅で部品製造の請け負い

（加工は外注）をしていましたが、法人化にとも
なって中古機械を１台買い、工場を立ち上げまし
た。山田社長は次のように振り返ります。
　「取引があった地元の大手機械メーカーから、
飾りでいいから機械は置いておいた方がいい、と
アドバイスされて（笑）。でもせっかくだから動
かそうと、当時高校生だった三男（山田寛幸取締
役製造部長）が機械メーカーで講習を受けて技術
を覚え、若い社員たちに教えて加工を始めました。
そのやり方は今も続け、みんなで技術力を高めて
います」
　自社加工ができるようになり、関東近辺の企業
を中心に受注が増加。周囲の会社にない機械を導
入することで会社の特徴を出しつつ、機械の能力
に合わせて加工の幅を広げてきました。また特急
の仕事を断らないというポリシーにより、半導
体・液晶を中心に幅広い分野の顧客と信頼関係を
深めています。2014年にはDMG森精機「切削加
工ドリームコンテスト」で銀賞を受賞。その技術
力の高さを証明しました。
　そんな同社の存在をアピールする場が展示会。
県内外を問わず積極的に出展し、年６～７回にも
及びます。そこでつながりができた顧客から、航
空、医療、ロボットなど非常に高度な技術力を要
する仕事も増えています。

ঁੑࣾһ͕ಇ͖΍͢いͮ͘ڥ؀Γ

　工場内には最新の５軸加工機、５面加工可能な
大型門型をはじめとする各種マシニングセン
ター、NC旋盤などの機械がずらり。「新たな仕事

の話があっても機械がな
くて断ることがある。断
ることが増えた順に対応
できる機械を入れる、と
いう考え方で毎年設備投
資をしています」と寛幸
製造部長。各機械の異常
を担当者のスマホに送信
するシステムを構築するなど、生産管理の効率化
も図っています。
　ものづくり補助金を活用して導入したのが、高
速・高精度門型マシニングセンター。産業用ロボッ
トに搭載する精密部品の軽量化を実現したいとい
うオーダーに対応したもので、加工の無人化と時
間短縮を実現しました。
　同社では30人ほどの社員の半数近くが女性。女
性社員が働きやすい環境づくりも大きな特徴で
す。「私自身、子育てをしながら勤めていた時の
思いがあるので、子育て中でなかなか勤め先がな
い女性も多く採用。誰かが急に休んでも対応でき
る体制をつくっています。66歳の女性も活躍して
いますよ」
　さらに障がい者の採用・教育にも熱心に取り組

み、その人に合った仕
事の提供と戦力化を実
現しています。「今は
１人ですが、もっと採
用を増やしていこうか
と考えています」

高精度な金属切削加工で存在感をアピール。
「全員素人」の若きものづくり集団の挑戦。

ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.8�
ʣࢢʢ্ా޻ձࣾΤεέーਫ਼ࣜג

޻会ࣾΤεέーਫ਼ࣜג
୅　　ද　୅ද取క໾　ాࢁՆߐ
૑　　業　2000（平成12）年10月
ࢿ 本 金　1
000ສԁ
本　　社　上ా市Ԙ઒630-11
　　　　　5E-0268-36-0022　FAX0268-36-0023
事業内容　�アルミ長ईՃ޻や5࣠Ճ޻を中৺とした金

ଐ෦඼Ճ޻

好好好好好好好好好好好好機 ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.逸す
べからず

「ドリームコンテスト」で銀賞受賞した加工製品

女性もいきいき活躍

高速・高精度門型マシニングセンター

最先端マシンが並ぶ工場
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ʮۋྮߴʯのಛఆ໊শञΛ੡଄

　喜久水酒造は飯田・下伊那
地域唯一の酒蔵。同地域での
販売が総販売数量の約半数を
占め、「喜久水」は地元の清
酒の代名詞として愛されてい
ます。「それだけに安全・安心、
消費者を裏切らない酒造りを
使命としています」と加藤昇
社長。
　同社は昭和19年、国の企業
統制令により飯田・下伊那地
区37の蔵元が企業合同して設
立されました。その経緯からさまざまな酒類製造
免許を持ち、清酒、焼酎、リキュール、果実酒、
甘味果実酒など、バラエティに富んだ酒類を製
造・販売。長野県内２位の出荷数量を誇ります。
　普通酒の販売不振が続く一方で近年、純米酒、
吟醸、純米大吟醸などの人気が高く、ちょっとし
たブームにもなっています。同社でも全国名水百
選のひとつに認定された地元の湧水「猿庫の泉」
を仕込み水に使い、信州産酒米「美山錦」を伝統
的な技術で製造した純米吟醸「猿庫の泉」がヒッ
ト。さらに、社員などが中心となって復活させた
幻の酒米「高嶺錦」を使った特定名称酒の製造に
も力を入れています。
　また2000年から焼酎の製造を開始。自社ブラ
ンド製品のほか委託製造も多く、全国からの注文

に応えています。芋
焼酎では「信州いも
倶楽部」を設立し、
一般消費者に芋の植
え付けから収穫まで
体験してもらうユ
ニークな試みも行っ
ています。

௿Ξϧίーϧൃ๐ञΛ૿࢈

　若者を中心に酎ハイなど甘い酒が人気を集め、
りんごの果実酒・シードルや発泡性清酒といった
低アルコール酒が注目されています。

　同社では「新しいジャンル
を開拓し、新しいターゲット
を狙っていきたい」とこの分
野への参入を決め、ものづく
り補助金を活用してカーボ
ネーション（炭酸ガス圧入溶
解）技術と生産設備を導入。炭酸ガス注入後に充
填し味の変化のない高品質な製品の量産体制をつ
くり、積極的に増産を図っています。
　りんごは飯田・下伊那地域の特産品。シードル
人気は地域活性化にもつながるだけに、「NPO国
際りんご・シードル振興会」と共に普及活動に力
を入れています。今年５月20日には県内メーカー
各社の商品を紹介するイベント「ナガノシードル
コレクション in 飯田」が開催され注目を集めま
した。
　「普通酒の品質を維持しつつ、特定名称酒のバ
リエーションと量をさらに増やしていくこと。
シードルなど新たな商品の開発に力を入れ、海外
も含め、新たな販売先を積極的に開拓していくこ

と。それがこれから
のテーマです」
　加藤社長はそう話
し、同社の特徴であ
るバラエティに富ん
だ商品ラインナップ
のさらなる強化を目
指しています。

ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.�0
ʣࢢձࣾʢ൧ాࣜגਫञ଄ٱت

会ࣾࣜגਫञ଄ٱت
୅　　ද　୅ද取క໾　Ճ౻　ঢ
૑　　業　19��（ত࿨19）年7月
ࢿ 本 金　7
300ສԁ
本　　社　൧ా市ఞ੾ੴ�293
　　　　　5E-0265-22-2300　FAX0265-22-2329
事業内容　ञྨの੡଄ٴͼൢച

好好好好好好好好好好好機 ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋のͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ا業Λ๚Ͷͯ WoM.逸す
べからず

バラエティ豊かな酒類の製造を通して、
地域活性化に貢献。

純米吟醸酒「猿庫の泉」

南信州産りんごを100％
使用したシードル

カーボネーションタンク、充填機などの
低アルコール発泡酒類製造設備

翠嶂館ショールーム
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　今回は、「創業（新規事業の立ち上げ）段階」
における知的財産権についてお話しいたします。
　知的財産権には、発明の保護及び利用を図る
特許権・実用新案権や、意匠権、著作権などが
ありますが、新規事業の立ち上げ段階で企業の
皆様が検討することの多い知的財産権は、商標
権ではないでしょうか。商標権（ブランド）は、
商品・サービスに用いられる営業上の標識（「商
標」）を保護するもので、自他製品・サービスを
区別し、事業者に対する消費者の信用やイメー
ジを保護するものです。一方で、商標権の存続
期間は10年であり、10年ごとに更新できるもの
の、その維持費用もかかります。そこで、効率
的な商標制度の利用について、よくあるご相談
事例をもとに紹介していきます。

˙�ʮ৽ۀࣄنͰఏ͢ڙΔ঎඼΍αーϏεͷ໊শɾ
ϩΰΛ঎ඪొ࿥͓ͯ͘͠΂͖Ͱ͠ΐ͏͔ʯ
　�　商標登録を受けなくても、名称・ロゴを商
標として使用することはできます。しかしな
がら、他社の使用する登録商標と類似する場
合、商標権の侵害でトラブルになりかねませ
ん。商標登録を受けるべく特許庁に出願し、
審査に通れば商標登録されますので、安心し
て商標を使用することができます。
　�　また、商標の使用開始時には類似する登録
商標がなくても、後日類似する商標が登録さ
れた場合、トラブルになりえますので、注意
が必要です。

˙�ʮ঎ඪొ࿥͢Δʹ͋ͨΓɺ໊শͱϩΰͷ૊Έ
߹ΘͤͰొ࿥͢΂͖͔ɺ͋Δ͍は໊শ·ͨは
ϩΰͷΈͰొ࿥͢΂͖͔ɺͲͪΒ͕͍͍ͷͰ
͠ΐ͏͔ʯ
　�　商標としてどのように使用していくのかに
よります。商標権の効力は類似商標にも及び
ますので、どの部分が商標として特徴的なの
か、言い換えると自他製品・サービスの区別
につながっているのか（識別力を有するのか）
によって判断することとなります。例えば、
名称が特徴的なのであれば、その文字を「標
準文字」として権利化すれば、文字を装飾し
ロゴ化した文字を含め、その文字の並びを構
成するすべての範囲を権利化できますので、
権利範囲が広くなります。一方、デザインに
特徴があるのであれば、それを権利化すべき
でしょう。

˙ʮ৽会ࣾͷ໊ࣾは঎ඪొ࿥͢΂͖Ͱ͠ΐ͏͔ʯ
　�　社名を商標として使用するのであれば、商
標登録すべきでしょう。

˙�ʮ͋Δ会͕ࣾల開ͨ͠঎඼͕ۙ࠷ώοτͯ͠
Α͘ചΕ͍ͯΔΑ͏Ͱ͢ɻଞࣾ঎඼ͱಉछͷ
঎඼ΛചΓग़͢ͷͰ͕͢ɺొ࿥঎ඪͷௐࠪΛ
ͨ͠ͱ͜Ζɺ঎ඪొ࿥は͞Ε͍ͯͳ͍Α͏Ͱ
͢ɻଞࣾ঎඼ͱಉछͷ঎඼Λൃച͢Δࡍʹ஫
ҙ͢΂͖͜ͱは͋ΔͰ͠ΐ͏͔ʯ
　�　商標登録されていなくても、他社製品が消
費者に周知されており、自社製品の見た目が、
他社製品のそれと類似している場合、不正競
争防止法に抵触するとしてトラブルになりえ
ます。商品デザインにあたっては、商標法だ
けでなく不正競争防止法の観点からも注意す
る必要があります。

　商標登録は、その会社の信用、信頼、イメー
ジといった目に見えない価値を保護するために
重要です。事業を始めるにあたり、必要な商標
を登録し管理することが企業価値の維持にもつ
ながります。また、上記のようなトラブルを未
然に防ぐためにも、中小企業団体中央会を通じ
た弁護士会のご相談制度をご活用いただきたい
と思います。

以上

創業（新規事業展開）に
あたっての留意事項
その2 知的財産権に

ついて
弁護士・弁理士　宮坂　大吾

ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩ห ޢ ࢜ の ࿩
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໰͍߹Θͤઌɹ長野࿑ಇہ૯຿部࿑ಇอݥ௃ऩࣨɿద༻ୈೋ܎ɹὸ������������

˓೥౓ߋ৽ͱはʁ
　�　労働保険は、保険年度の当初に概算で保険料を決めて納付し、保険年度末に賃金総額が確
定したところで精算する方法をとっているため、新年度概算保険料の申告・納付と、前年度
保険料を精算するための確定保険料申告・納付の手続が必要となります。

　　これが「年度更新」の手続です。

˓೥౓ߋ৽のखଓはいͭ͏ߦのʁ
　　毎年６月１日から７月10日までの間に行わなければなりません。

˓೥౓ߋ৽ਃࠂॻ౳のॻྨはʁ
　　年度更新申告書等の関係書類は、事業主あてに６月上旬に送付されます。

˓೥౓ߋ৽ࣄ຿のઆ໌ձはʁ
　�　社会保険事務説明会に併せて実施します。日程等の詳細については、送付する年度更新申
告書等の書類に同封されていますので、確認の上ご参加ください。

˓೥౓ߋ৽౳のखଓΛిࢠਃ੥Ͱ͖·͔͢ʁ
　�　労働保険の適用徴収関係手続については、インターネットによる電子申請で行うこともで
きます。電子申請では、労働局、労働基準監督署又はハローワークの窓口に直接行くことなく、
夜間、休日でも手続を行うことができます。電子申請を行うにあたっては、「電子証明書」が
必要となります。

　�　なお、６月１日から７月28日までの間、労働局徴収室に電子申請体験コーナーを設置する
予定ですので、ご利用ください。

˓࿑ಇอݥྉは࠲ޱৼସͰ͖·͔͢ʁ
　�　金融機関窓口に「労働保険料等口座振替納付依頼書」を提出することで、口座振替納付が
できます。手数料はかからず、金融機関へ出向くことなく労働保険料の納付ができ、納め忘
れの心配がないといったメリットがありますので、ご活用ください。

˓೥౓ߋ৽のखଓޙʹরձ౳͕͋Γ·͔͢ʁ
　�　事業主から申告された申告書の記載内容については、記載漏れ等により内容確認が必要な
場合、労働局、労働基準監督署又はハローワークから照会することがあります。
　　また、厚生労働省が審査委託した業者から照会することもあります。

平成29年度労働保険料の確定・
概算申告のお知らせ

長野࿑ಇہ૯຿部࿑ಇอݥ௃ऩࣨ

ฏ੒��೥౓࿑ಇอݥ೥౓ߋ৽ͷखଓ̦ˍ̖
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ʙձࣾ΋ࣾһ΋݈߁ʹʙ  ݈ܦ߁Ӧηϛφʔ����Λ։͠࠵·͢

तڭɹೳ੎ɹതɹ৴भେֶେֶӃ࢜ɹҩֶതࢣߨ
〈講師プロフィール〉
京都府立医科大学医学部卒業。ウォーキングの常識を変えたと言われる「インター
バル速歩」を提唱。
現在NPO法人熟年体育大学リサーチセンター副理事も務める。中高年の健康づくり
事業において、約10年間で6,000人以上に運動指導。
「所さんの目がテン」など様々なメディアにも出演。著書に「山に登る前に読む本」、「人
は山を目指す」など多数。

ԋ಺༰hߨ ͋ͳͨのຖ೔͕͜ΜͳʹมΘΔʂ݈ޮ߁ՌΛߴΊΔొࢁˍ΢ΥʔΩϯάज़ʱ

೔࣌ɾձ৔ɹ�����ʙ�����ʢ։৔ �����ʣ

　昨年秋に経済産業省が主体となり特に優良な健康経営を実施している法人を顕彰する「健康経営
優良法人認定制度」を発足させるなど、近年「健康経営」への関心が高まっています。健康づくり
はもちろん、チームの結束力を高めるため、社内行事として登山に取り組む企業も増えています。
ただのレジャーと思われがちな登山ですが、実はその運動量から非常に健康効果が高く、人のカラ

ダにとって理想的な運動でもあるのです。社内行事や趣味の一つとして、安全に楽しく取り組めるよう、運動生理
学から見た科学的登山＆ウォーキング術と驚きの健康効果をお伝えします。

　長野県が展開する「信州ACEプロジェクト」"DUJPO（体を動かす）、$IFDL（健診を受ける）、
&BU（健康に食べる）の３つのテーマで健康講座を開催いたします。

　　　　　　　�お電話にてお申込みいただくか、協会けんぽ長野支部のホームページから「健康経営セミナーの
申込書」をダウンロードし、FAXまたは郵送でお申込みください。

։ͤ࠵·Δʂ

����ʢਫʣ

����ʢ໦ʣ ����ʢ໦ʣ

����ʢਫʣٱࠤฏަྲྀηϯλʔ
〒385-0029　佐久市佐久平駅南�4-1

एཬࢢຽจԽϗʔϧ
〒380－0928　長野市若里�3－22－2

ΩοηΠจԽϗʔϧ
〒390-0311　松本市水汲�69-2

ೆ৴भɾ൧ాۀ࢈ηϯλʔ
〒395-0003　飯田市上郷別府�3338-8

ձ৔Ͱはɺ௕໺ݝɾ։ࢢ࠵ɾڠձ͚ΜΆʹΑΔϒʔε΋ग़ల͠·͢ʂ
૬ஊϒʔε߁݈
生き生きと元気に働くためには、なにより健康でなくてはなりません。体調面で気になること
や心配なことはありませんか？協会けんぽ保健師・管理栄養士が健康相談を行います。

αΩϕδϒʔε
サキベジ※１とは食事の最初に野菜を食べることです。「お腹の中で一緒になるのに意味がある
のかな…」と疑問に感じたあなた！サキベジブースでは、最初にどれくらいの量の野菜を食べ
ることで、カラダにどんな効果をもたらすのか、実際に野菜を用意してご説明いたします。

※1「サキベジ」とはサキベジ推進協議会の登録商標です

 協会けんぽ長野支部 検索 健康経営セミナー開催 申込書はコチラ 

ϝϧϚΨొ࿥͔Β健康ͮ͘ΓΛ࢝ΊΑ͏̇
ຖ݄��೔ʹ健康৘ใ഑৴தʂ
ొ࿥はͪ͜Β͔Βˠˠˠ ʴ��

Ճ申込ํ๏ࢀ



21

は今、事業運営
のパートナーとなる企業
を募集しています！ 
募集内容：放送受信料契約収納業務 
【業務内容】ＮＨＫが指定するエリアで、お客様のお宅

を訪問する等により、放送受信料に関する各種お⼿続
きをお願いする業務です。 

ＮＨＫホームページでエントリー受付中！ 

http://www.nhk.or.jp/boshu/ 
ＮＨＫは、災害報道をはじめとした⼤切なニュースを伝え、豊かで楽しい番組、 
問題を提起する番組をお送りしています。社会の安全と安⼼を守る放送は、   
税⾦でも広告料でもなく、視聴者のみなさまからの受信料で成り⽴っています。 
みなさまにお願いするのは、その受信料制度を⽀える⼤切な業務です。 
 

-------------------- 
営業経験や販売経験
がない企業様を含め、
多種多様な業種・業態
のみなさまにご参加い
ただいております 
まずは、業務説明会に
ご参加ください！ 
-------------------- 
~業務説明会開催⽇~  
６⽉２８⽇（⽔）   

１４：００〜 
--------------------
エントリーは下記ＨＰ
よりお願いします 
http://www.nhk.

or.jp/boshu/ 
-------------------- 
エントリー受付期間 

６⽉２６⽇（⽉） 
17：00 まで 

-------------------- 

【説明会会場】 
ＮＨＫ⻑野放送局 
⻑野市稲葉 210-2 
TEL:026-291-5205  
(平⽇ 10:00〜17:00) 

 
【お問い合わせ】 
ＮＨＫ⾸都圏営業推進センター 

TEL:03-5455-5168 
（平⽇ 10:00〜17:00） 
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☆働きやすい職場環境づくり
　「企業ͷࣾ会త੹೚（ＣＳＲ）」を果
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
ਓڭݖҭͷਪਐ」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
ʠ ͋ ͳͨʹ΋Ͱ͖Δɻ
　  ϥΠϑελΠϧͷݟ௚͠Ͱɺ
　　　̍ਓ̍೔̍LH ͷ $02 ʡݮ࡟

職場での人権意識向上のため
の研修会に講師を派遣します

「職場の人権意識向上セミナー事業」のご案内

　平成22年２月に策定した「長野県人権政策推進基本方針」の基本理念『人権が尊重される長野県』
をめざし、企業・職場での人権意識の向上を図る研修会の開催について県が支援します。

　「職場の人権意識向上セミナー事業」は、企業・職場における人権に関する研修などの積極的な
取組を促進するため、県内の企業等が行う人権に関する研修会に講師を派遣する事業です。
　研修会の講師に係る謝礼金や旅費を県が負担します。（ただし、上限額を超えた場合は、その分
のご負担をお願いします。）

※�実施要件など事業の詳細につきましては、県ホームページ（人権・男女共同参画課ページ）を
ご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
※�予算に上限があるため、受付終了とさせていただく場合があります。

パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、公正採用、障がい者・高齢者・外国人の雇用
に向けた環境づくり、情報管理、CSR（企業の社会的責任）　等

長野県 県民文化部 人権・男女共同参画課　〒380-8570�長野市大字南長野字幅下692-2
電話：026-235-7106　FAX：026-235-7389　E-mail：n-jinken@pref.nagano.lg.jp

お問い合わせ先

事業の概要

事業の流れ 平成30年３月31日までに終了する研修会が対象です。

研修テーマ例

【申請】
実施の概ね２
か月前までに、
講師の希望等
と併せて申請

【打合せ】
研修会講師と
の間で、日時・
内容・経費な
ど、必要な打
合せを実施

研 

修 

実 

施

【報告】
実施結果
を報告

【確認】
申請内容を確
認し、研修会
講師に打診を
行い、結果を
通知

‎ ‎ ‎ ‎
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９月１０日現在
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��歳から��歳の在職者で雇用確保措置終了前の方

自らの能力・経験を生かして働くことを希望する方

雇用確保措置終了後に��歳以降も働くことを希望する方

キャリア人材活用をしませんか？

無料で人材を紹介します！

公益財団法人 産業雇用安定センター 長野事務所
長野県長野市栗田源田窪１０００－１ 長栄長野東口ビル３階 ＴＥＬ ０２６－２２９－０５５５

キャリア人材バンク登録者は下記
に該当する方になります。


